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1.（児童）授業はよくわかる

1. （保護者）子どもは確かな学力を身につけている

1．（教職員）子どもたちに確かな学力が身につくように指

導している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2.（児童）今，学校は楽しい

2．（保護者）子どもは楽しく学校に通っている

2．（教職員）子ども達が学校で楽しく過ごせるように状況把

握に努め指導している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3.（児童）先生はていねいに教えてくれる

3. （保護者）授業は楽しくわかりやすく工夫されている

3．（教職員）教材研究に努め，わかりやすい授業を工夫し

ている

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4.（児童）困ったことがあれば先生に相談している

4.（保護者）教職員は子どもの思いを受け止め，ていねい

な対応をしている

4.（教職員）子どもや保護者の思いや願いを受け止め，て

いねいに対応している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5.（児童）友だちや周りの人の気持ちを考えて，やさしくす

ることができている

5．（保護者）人権を大切にした学級作りができている

5．（教職員）子どもたちに人権を大切にする態度が身につ

くように指導している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

 

 

 

 

前期学校アンケートには，多くの保護者の方々にご協力いただきました。ありがとうございました。遅くなりましたが，
ここにその結果を報告させていただきます。 

学校アンケートの結果は，本年度の取組の経過とともに，「学校運営協議会」にて報告させていただきました。
協議会では本校の様子を分析するとともに，課題についてのご示唆や解決に向けてのご意見をいただきました。
本校としましては，今年度前半の取組を見直し，今後の取組に生かしていきたいと考えています。 
１．実施アンケート 

①児童アンケート（全児童対象） 実施期間 ７月１５日～２２日 
②保護者アンケート（保護者対象） 実施期間 ７月１５日～２２日（回答数２７３名） 
③教職員アンケート 

２．アンケート結果と考察 
 上記アンケート調査の結果を報告します。３者対象のアン
ケートを，関連する項目ごとにグラフで比較しました。 
 グラフは，全体を１００パーセントとし，左から順に，「そう思
う」・「大体そう思う」・「あまりそう思わない」「そう思わない」・
「無回答」の割合を示しています。 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

②  

③  

④ 

⑤ 

【学力向上に向けて】 
 
◇学力の定着・向上 

①の「授業理解」と③の「学習指導」
の評価では，ともに「そう思う」の数
値が昨年度より微増しています。児
童・保護者が「そう思う」と言い切れ
るのは，学力の定着・向上に実感があ
るからだと言えます。しかし，①③と
もに，児童の「そう思う」の数値が高
く「大体そう思う」が低いのに対し，
保護者の「そう思う」の数値が低く「大
体そう思う」が高いという逆転現象が
起こっています。保護者の方にも子ど
もたちの学力の定着・向上をさらに実
感していただけるような発信を心がけ
ていきます。 

 
◇言語能力・読解力を支える読書習慣 
「読解力」「言語能力」の向上には，

読書習慣をつけることが不可欠だと考
えます。学校では，机の中に今読んで
いる本を入れておき，きらっとタイム
やプリント等の課題が早く終わった児
童がすぐに読書ができる環境づくりを
しており，子どもたちにも定着してい
ます。また，図書館のビフォアアフタ
ーが終了し，児童の知的欲求を満足さ
せる環境が整いました。⑥の問いにつ
いて，児童の「あまりそう思わない」
が昨年より低くなっているのもうなず
けます。しかし，依然「進んで本を読
んでいない」とする児童が３割程度存
在します。児童の「読解力」「言語能力」
を支える読書習慣の定着に向けた取組
を進めていきます。 
 

◇家庭学習の充実に向けた連携 
家庭学習の習慣化は学力定着におい

てとても重要な要素です。⑦の家庭学
習に関する問いでは教職員の「大体そ
う思う」が前年より１０ポイント増，
保護者の「そう思う」が１２ポイント
増と大人からの積極的なはたらきかけ
が増えました。前年度は保護者のはた
らきかけの意識に比べて児童の積極性
の数値が低かったのですが，本年度は
ほぼ同率となっています。５・６年生
のジョイントプログ  [右ページへ] 
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美豆小ホームページも 

ご覧ください。 
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6.（児童）自分から進んで本を読んでいる

6．（保護者）子どもは家で進んで本を読んでいる

６．（教職員）子どもたちが進んで本を読むように取組を進

めている

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7.(児童）家で宿題など進んで学習している

7．（保護者）子どもが家庭で学習に取り組めるように働きか

けている

7.（教職員）子どもたちにあった課題を与え，家庭学習の

定着を図る取組を進めている

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

8.（児童）学校や学級のルールを守っている

8．（保護者）子どもに学校のきまりや社会的なルール・マ

ナーを守るように働きかけている

8.（教職員）子どもたちに学校・学級のルールや時間を

守って生活できるように指導している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9.（児童）自分から進んで挨拶している

9.（保護者）子どもにあいさつするよう働きかけている

9.あいさつすることの大切さを指導し実践できるよう取り組

んでいる

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10.（児童）学習時間やテレビ・ゲームの時間など，一日の

中で時間を決め生活している

10．（保護者）「早寝・早起き・朝ごはん」など，規則正しい生

活ができるよう心がけている

10.（教職員）子どもたちに規則正しい生活習慣が身につく

ように取組を進めている

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

11.（児童）学校であったことを家の人によく話している

11.（保護者）学校は，取組や様子をわかりやすく伝える工

夫や努力をしている

11.（教職員）学習予定表や学級通信などで学級や子ども

の様子をわかりやすく伝えている

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪  

[左ページの続き]  ラムで学力向上の
兆しがみえた要因であると言えます。家
庭と学校が連携して，共に家庭学習の重
要性を認識し，子どもに働きかけていく
ことが大切だと考えます。 
 
◇テレビやゲームの時間による他の時

間の圧迫 
⑩の問いでは，児童の「そう思わない」

が２１％，「あまりそう思わない」を合
わせると３０％を超えています。「そう
思わない」の数値が昨年度より減少して
いたり，「そう思う」「大体そう思う」が
微増であったりとよい兆しは見えるも
のの，依然として改善が必要な状態で
す。また，保護者や教職員との意識の違
いも見られます。 

家庭学習の時間や家族と接する大切
な時間が，テレビやゲームに奪われてい
ます。テレビやゲームの時間を決めて家
庭学習や家族団らんの時間を損なわな
いようにしてください。 

 

【生活の様子から】 

◇学校の教育活動の様子を発信 
⑪の問いでは，保護者の「そう思う」

が昨年度より１０ポイント増加してい
ます。この増加率は，②の問い「子ども
は学校に楽しく通っている（保護者）」
での「そう思う」の増加率と同じです。
学校では，教育活動の様子を発信する手
段として学校ホームページによる記事
の更新を心がけています。現時点で昨年
度の更新数に追い付こうかという学年
もあり，全教職員が子どもの様子や学校
としての考えなどを積極的に発信しよ
うとしています。それらの情報発信によ
り，保護者の皆様が子どもの様子・学校
の様子を知ることで，安心して子どもた
ちを通わせていただいているのではな
いかと考えます。 
 
◇道徳の時間を中心とした規範意識の

確立 
⑧の問いで，児童と保護者の「そう思

う」の数値が微増し，逆に児童の「そう
思わない」が微減しています。規範意識
向上の兆しと考えられます。しかし，休
み時間や放課後等担任の目から離れた
場面において，まだまだ粘り強く育てて
いかなければならない姿も見られます。
本校学校教育目標にもあるように規範
意識の確立・「まもる子」を育てること
は，本校の教育における重点項目です。
本年度より，道徳教育を中心に規範意識
の確立，互いに高め合える集団作り，自
己有用感をもつこと等の指導を行って
います。道徳教育のよりよい進め方につ
いて，さらに研鑚を重ね，「まもる子」
の育成に努めます。 

美豆小学校ＨＰ QR コード 
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（児童）自分から進んであいさつしている 



３．分析を終えて 
本校では，「道徳の時間」を中心に，学習集団としての規律や協働活動に重点をおいて指

導にあたっています。人との関わりを重視し，人権意識や自己有用感を高め，生きる力としての
道徳的実践力を養うことを目指しています。そうすることでお互いを認め合い，高め合える集団と
なり，学力向上にも相乗効果があると考えています。アンケート結果にも表れているように，保護
者の方々や地域の方々に支えられ，子どもたちはよりよい姿を見せつつあります。道徳教育を
柱に，子どもたちの学習集団としての高まりや規範意識の確立を育てていきます。 

  分析を終え，そこから見えてきたこと，すべきことを以下のようにまとめました。今後も学校・家
庭・地域が一丸となって子どもの健やかな成長を見守っていきたいと思いますのでご協力よろし
くお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「学校運営協議会」による学校関係者評価 （外部評価） 

学校評価に関わる「各アンケートの結果と
分析」や「本校の取組」を「学校運営協議会 
理事会」に報告し，下記のようなご意見，評価
をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会 理事会 

平成２６年１０月２３日 

 
【よりよい姿を休日・放課後でも】 
・高学年がよい姿を見せるようになってきた。あいさつや下級生に対する接し方等さすが高学

年と思えることは嬉しく思う。各学年の児童も夏休みを過ぎ，運動会に向けて集団としての
高まりを感じる。その一方，昨年度から言っていることであるが，あいさつをすることやき
まりを守ること等学校で学んだ規範意識を教職員のもとから離れた時も発揮できるような指
導が必要である。 

【ゲーム・携帯電話（スマホ）について】 
・子どもの体力が落ちているのではないかと心配する。昔と比べて放課後のあそびが変わって

きた。外で遊ぶことが減り，ゲームをする子が増えている。集団で遊んでいてもそれぞれゲ
ーム機をもち，お互いがあまりかかわりをもっていないように感じる。 

・大人がスマホのゲームに夢中になっている姿を子どもが見ている。また，子どもをおとなし
く待たせるためにゲーム機を与えているような姿も見られる。使い方や時間を守れるよう親
子で話し合うことが大切である。 

・インターネットに接続されるゲームがある。大人が仕組みを知ることが子どもを守ることに
つながる。 

・近年，高学年児童が，下級生の手本となる集団の姿を見せている。下級生

がそれらをしっかりと受け止め，よい伝統として受け継いでいる。 

・家庭学習や読書の時間を確保する指導を行う。家庭と学校が同じ視点で指

導できるよう連携を図る。 

・ぐんぐんタイムや少人数学習の充実を図り，個にあった指導により，「わか

った」「できた」と感じられる子どもを増やす。 

・子どもの学習集団としての高まり，規範意識の確立に向けて，授業研究等

で「道徳の時間」の充実を図る。 

・それぞれの問いにおいて，教職員が自信をもって「そう思う」と答えられ

る指導を心がける。  



 学校・家庭・地域の連携・協働  

 

学校 

家庭 地域 

「学び合える」「協働できる」 

環境づくりをめざして 

親同士のコミュニティを

形成し，子どもを育てる環

境，子どもが安心できる環

境をつくる。 

子ども 

子どもの健やかな成長と学力

向上をめざし，生活・学習・読

書習慣の確立に向けて子どもを

育てる手立てを共有する。 

様々な行事・交流の中で子ども

に対する思いを共有し，情報交換

等の連携を密にし，共に子どもを

育む。 

 

・地域ぐるみの学校づくり，地域と共に歩む学校 

   ・教職員が力を合わせ，計画的，継続的な取組を行う学校 

・子ども達が楽しく学び合う学校 

〈地域教育の推進〉 
＊学校運営協議会の取組推進 

・ＨＰ等発信活動の推進 

・ふれあい活動の推進 

・地域ぐるみの安全推進 

・子どもの居場所づくり 

〈めざす教職員像〉 
＊全教職員で全校児童を見守る 

＊優しく，厳しく，そして丁寧に 

・情熱と愛情あふれる教育活動 

・自己研鑽に努め創意工夫 

・人権感覚を磨き，高め合う 

・地域との連携，協働 

見守り隊の方々 

との感謝の集い 

親子 

クリーンデー 

少補 

ドッジボール大会 

図書ボランティアに

よる読み聞かせ 

運動会 

淀南夏祭り 

稲刈り体験 

ＰＴＡ総会 


